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本郷やよい 氏［（独）理化学研究所，博士（理学）］
〔業績〕電子捕獲解離法をはじめとするイオン反応を利用した分子構造解析法の開発

本郷氏の業績の一つに電子捕獲解離 （ECD） を用いた構造解析手法開発がある．ECDは，イオントラップ型装置に搭載
可能なイオン解離手法として1998年にZubarevらにより報告された当初，衝突誘起解離（CID）とは異なるnon-ergodic
イオン開裂法と理解され，翻訳後修飾糖ペプチドの糖鎖修飾を保持したままペプチド骨格上のN‒Cα結合を開裂させるこ
とでアミノ酸配列情報と糖鎖結合位置情報をMS/MSによって同時に与える開裂法として注目されていた．しかし，本郷
氏は試料によっては構造情報を含むフラグメントイオンが得られない場合があることに注目し，N-結合型トリアンテナ糖
ペプチドを用いた実験で，糖鎖の種類やアミノ酸配列，プリカーサーイオンの価数によってはECDもCIDと同様にイオ
ン内のプロトン移動が重要となる例を示し，CIDや赤外多光子解離との組み合わせがフラグメントイオンの生成を促進す
ること，またシアル酸の酵素脱離やHECD （hot-electron ECD）によっても構造情報を含むフラグメントイオンが得られる
場合があることを報告した．また，エレクトロスプレーイオン源内で起こる反応のうち，目的化合物の分子量決定に支障
となる付加反応に注目し，その機構を解析して抑制する方法を報告した．
以上のように，分析部のみならずイオン化部を含めた質量分析装置内で起こるイオン反応を構造解析に利用する方法を

開発することで，多様化する装置機構の特徴を活かし，新規化合物をはじめとする有機化合物の構造解析に貢献してきた．
以上，既存の構造解析手法のもつ問題点を明らかにするとともに，質量分析で観測可能なイオン反応を利用した分子構造情報

獲得のための手法を提案した本郷氏の業績を高く評価し，また，将来を期待しうるものとして本学会奨励賞の贈呈を決定した．
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